
基本的には自由に書いてくださって結構です。

例えば、得意なこと、苦手なこと（音や匂い、気温、食べ物なども）…。

何か心配なことがあったときは、こんな様子が心配だったという出来事、誰かに相談した

内容、こんな関りをしたらうまくいった、またはうまくいかなかった、などは将来の参考に

なりやすいです。

手帳の様式は、総合福祉課のホームページからダウンロードしていただけます。

使い方

はじめに

＊この手帳は、飛騨市の全幼児の保護者に配布しています。

（母子手帳を引き継ぐ意味もあり、5歳前後を目安にお渡ししています。）

＊この手帳は、保護者が保管してください。

＊社会に適応しにくい子どもが増加している昨今、そのまま社会参加しづらい大人になるこ

とも少なくありません。まずは保護者が自分の子どもの特性を知り、次に子どもが自分を知

る。自分が望む人生がどんなものか、どんな道を選ぶと生きやすいのか、子どものころから

自分を知っていくことが大切な時代になりました。

「たからもの手帳」の目的

☆お子さんを見守る保護者が、これから先の相談や支援に役立てること

お子さんの幼少期からの出来事や成長の足跡、配慮してほしいポイントなどを添付したり

書き留めたりすることで、お子さんの性格・長所・短所・感覚の特徴などがわかりやすくな

ります。

また、今後、担任からのコメントや成績表、検査、個別支援計画などを挟んで保管してい

ただき、懇談や進級のときなどに、保育園や学校とも相談を深め、将来（例えば進学、就職、

人間関係の持ち方など）に参考になるよう活用してもらいたいと思います。

☆保護者や本人を勇気づけるものになっていくこと

この手帳を振り返ることで、保護者が生まれてきた我が子を丸ごと受け止め、温かく見

守ってきたことがわかるでしょう。

また、成人してこの手帳を渡されたお子さん本人が「こんなにも大切にされてきた」とい

う自信になったり、自分を知るきっかけになったりもするでしょう。

飛騨市役所総合福祉課

地域生活安心支援センター
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たからもの手帳について聞きたいことや、

お子さんの発達や行動を理解したいときなど、

お気軽にご相談ください！
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